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綾 瀬川

-

第
5
回
河
川
懇
談
会
開
催
-

ワ
ー
ス
ト
1
脱
却
に
ス
ク
ラ
ム
強
く

区
内
の
浄
化
計
画
は
順
調

区
の
東
部
を
南
北
に
縦
断
す
る
「
日
本
一
汚
れ
て
い
る
川
」
と
さ
れ
る

一
級
河
川
の
綾
瀬
川
。
何
と
か
汚
名
返
上
に
向
け
改
善
を
図
ろ
う
と
、
昭

和
6
1年
に
建
設
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
流
域
自
治
体
が
対
策
を
話
し
合

う
懇
談
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
会
合
が
、
2
月
7
日
花
畑
記
念
庭
園

桜
花
亭
で
開
催
。
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
5
回
目
で
す
。
今
回
は
、
懇
談
会

の
内
容
か
ら
足
立
区
の
綾
瀬
川
水
質
浄
化
の
経
過
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

水
質
浄
化
計
画

策
定
か
ら
3
年

綾
瀬
川
は
埼
玉
県
越
谷
・
川

口
・
草
加
・
八
潮
市
、
足
立
区

を
経
て

、
葛
飾
区
で
中
川
に
合

流
す
る
全
長
4
7・
6
㎞
の
河
川
。

高
度
成
長
期
に
工
場
排
水
な
ど

で
汚
れ
、
全
国
の
一
級
河
川
で

は
1
0年
連
続
の
ワ
ー
ス
ト
ー
と

な
っ
て
い
ま
す

。

懇
談
会
は
こ
う
し
た
事
態
の

脱
却
を
目
指
し
て
昭
和
6
1年
、

足
立
区
を
含
む
2
区
4
市
と
建

設
省
、
東
京
都
、
埼
玉
県
が
集

ま
っ
て
発
足
。
昭
和
6
3年
の
第
2

回
懇
談
会
で
は
、
西
暦
2
千

年
を
目
標
に
置
い
た
「
綾
瀬
川

水
質
浄
化
計
画
」
を
ま
と
め
ま

し
た
。

内
匠
橋
付
近
の

水
質
改
善
　計
画
ど
お
り

今
回
の
会
議
で
も
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
流
域
全

体
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は

第
1
期
目
標
(
平
成
5
年
ま
で

に
普
及
率
6
1
%
)を
ほ
ぽ
達
成

し
、
平
成
1
2年
の
第
2
期
目
標
7
3
%

も
到
達
で
き
る
見
通
し
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

足
立
区
に
つ
い
て
は
、

▽
内
匠
(
た
く
み
)
橋
付
近
に

お
け
る
水
質
改
善
は
、
ほ
ぼ

計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る

▽
下
水
道
整
備
は
、
今
年
度
中

に
8
0
%近
く
の
普
及
率
を
達

成
で
き
そ
う
で
あ
る

▽
規
制
対
象
事
業
所
排
水
の
水

質
適
合
率
は
常
に
8
0
%
以

上
、
浄
化
槽
排
水
の
水
質
は

毎
年
9
5
%前
後
の
高
い
適
合

率
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
者

や
区
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
と

理
解
が
高
ま
っ
て
い
る

な
ど
、
水
質
浄
化
計
画
が
順
調

に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
、
懇
談
会
が

主
催
し
た
「
綾
瀬
川
流
域
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
へ
「綾
瀬
川
み
ん

な
で
水
質
調
査
」
に
区
市
民
の

非
常
に
高
い
関
心
が
寄
せ
ら

れ
、
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
。綾
瀬
川
水
質
浄
化

計
画
に
沿
い
、
流
域
ぐ
る
み
で

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

浄
化
団
体
5
団
体

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

4
人
を
表
彰

懇
談
会
終
了
後
、
次
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

浄
化
団
体
表
彰

▽
都
立
江
北
高
校
生
物
部
に
表

彰
状
…
水
生
生
物
を
と
お
し

て
の
綾
瀬
川
水
質
調
査

▽
区
立
入
谷
中
・
入
谷
南
中
・

入
谷
小
・
舎
人
第
一
小
学
校

に
感
謝
状
…
乳
酸
菌
飲
料
容

器
収
集
な
ど
毛
長
川
浄
化
事

業
へ
の
協
力

綾
瀬
川
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀

賞▽
若
林
邦
男
さ
ん
(
一
般
の
部
)

▽
染
谷
久
美
さ
ん
(
中
学
生
の

部
)
▽
赤
間
薫
さ
ん
(
小
学

生
高
学
年
の
部
)
▽
馬
場
翔

平
さ
ん
(
小
学
生
低
学
年
の

部
)生活排水対策

に
ご協力を

綾
瀬
川
を
き
れ
い
に
す
る
に

は
、流
域
の
自
治
体
、住
民
、企

業
が
一
体
と
な
っ
て
、
施
策
や

運
動
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

区
で
は
、
綾
瀬
川
の
支
流
で

あ
る
毛
長
川
や
垳
(
が
け
)
川
な

ど
で
も
浄
化
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。区
民
の
皆
さ
ん
も
、

各
家
庭
か
ら
出
る
排
水
の
汚
れ

が
少
な
く
な
る
よ
う
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

▽
油
を
直
接
、
流
さ
な
い

▽
洗
剤
は
適
量
を
使
う

▽
浄
化
槽
は
定
期
的
に
点
検
清

掃
を

綾
瀬
川
絵
面
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
(
一
般
の
部
)

「
綾
瀬
川
支
流
垳
(
が
け
)川
水
門
」
　
若
林
邦
男
さ
ん
の
作
品

綾瀬 川と 流 域自 治体

○ 印の2 区4 市と東京都・埼玉県・ 建設省が一体となっ て、
綾瀬川水質浄化 計画を策定しました

グラフあだち
No. 23

明日発
刊

グ
ラ
フ
あ
だ
ち
"
z
2
3

は
、
明
日
発
刊
し
ま
す
。

表
紙
は
、
テ
レ
ビ
時
代

劇
で
主
役
と
し
て
活
躍
中

の
橋
爪
淳
さ
ん
(
足
立
区

出
身
)
。

今
回
の
特
集
テ
ー
マ
は

「
い
き
い
き
エ
ン
ジ
ョ
イ
ー

マ
イ
ラ
イ
フ
(
生
涯
学

習
)
」
で
す
。

3
月
2
0日
ご
ろ
か
ら
町

会
ご
と
に
回
覧
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
ご
希
望

の
方
に
は
、3
月
1
8日
か

ら
区
民
事
務
所
の
窓
口
や

広
報
課
、情
報
公
開
課
(
本

庁
舎
、
中
央
本
町
庁
舎
)

で
無
料
配
布
し
ま
す
。

ぜ
ひ
。ご
覧
く
だ
さ
い
。

≪
広
報
課
≫

第
5
回
足
立
区

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果
発
表

今
回
、1
4
2点
の
応
募
が
あ

り
、審
査
の
結
果

、次
の
方
々

が
入
選
し
ま
し
た
。

(敬
称
略
)

▽
推
せ
ん
(

区
長
賞
)
　
渋
谷

成
夫
(

千
住
四
丁
目
)

▽
特

選
(

観
光
協
会
長
賞
)
　石
川

公
三
郎
(
関
原
三
丁
目
)
・
広

瀬
太
一
(
千
住
仲
町
)

▽
準

特
選
　

金
子
康
男
(
千
住
五

丁
目
)
・
戸
田
栄
作
(
北
区
栄

町
)
・
金
子
孝
造
(
千
住
仲

町
)
・
岩
沢
文
夫
(
中
央
本
町

三
丁
目
)
▽
入
選
　
前
田
幸

代
(
中
川
四
丁
目
)
ほ
か
9

人

▽
佳
作
　

江
口
栄
佐
美

(墨
田
区
京
島
)

ほ
か
1
4人

入

選

作

品

展
示

入
選
作
品
を
次
の
と
お
り

展
示
し
ま
す

。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
　
4

月
1
0日
～
1
5

日
(
1
5
日
は
午
後
2
時
ま

で
)

展
示
場
所
　

エ
ル
・
ソ
フ
ィ

ア
3

階
ロ
ビ
ー

≪
足
立
区
観
光
協
会
≫ 推 せん作品「足立 まつ り」( 渋 谷成夫 さ ん)

千
寿
本
町
小
学
校
が

4
月
1
日
か
ら
開
校
し
ま
す

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
き
た
千
寿
第
一
小
学
校

と
千
寿
旭
小
学
校
は
、
学
校

統
合
に
よ
り
平
成
3
年
3
月
3
1

日
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
輝
か
し
い
歴
史
を
閉
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
3
年
4
月
1

日
に
統
合
新
校
と
し
て

「
千
寿
本
町
か
学
校
」
が
開

校
し
ま
す
。

当
面
2

年
間
は
、
旧
千
寿

旭
小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し

て
発
足
し
ま
す
が
、そ
の
間

、

旧
千
寿
第
一
小
学
校
跡
に
新

校
舎
を
建
設
し

、
完
成
後
に

移
転
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。建

設
す
る
新
校
舎
は
、
2
1

世
紀
の
モ
デ
ル
校
を
目
指
し

て
、
教
育
課
程
の
改
定
を
踏

ま
え
、
個
性
化
・
情
報
化
教

育
等
に
合
っ
た
施
設
内
容
に

す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
施
設
に
整
備
し

ま
す
。

ま
た
、
社
会
体
育
施
設
と

し
て
温
水
プ
ー
ル
を
併
設
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

≪
学
校
教
育
部
施
設
課
≫

区
役
所
は
第
2
・
第
4
土
曜
日
が
休
み
で
す
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生
活
環
境

放置自転車
4月1 日から

一日中撤去に

こ
れ
ま
で
駅
周
辺
の
交
通
の

確
保
と
環
境
の
維
持
の
た
め
、

最
も
影
響
の
大
き
い
朝
の
時
間

帯
を
重
点
的
に
放
置
自
転
車
の

撤
去
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
時
間

帯
の
放
置
自
転
車
も
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
商
店

街
活
動
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
、4
月
1
日
か
ら
撤
去
時
間

を
延
長
し
、
一
日
中
撤
去
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

自
分
一
人
な
ら
た
い
し
た
こ

と
は
な
い
と
い
う
考
え
が
、
山

の
よ
う
な
放
置
自
転
車
を
生
み

出
し
て
き
ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

ま
す
。
通
勤
、
買
物
な
ど
で
の

自
転
車
の
利
用
を
で
き
る
だ
け

自
粛
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
転
車
を
利
用
す
る

と
き
は
、
公
宮
、
私
営
お
よ
び

店
舗
な
ど
の
自
転
車
駐
車
場
に

き
ち
ん
と
駐
車
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

自
転
車
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

放置自転車移送先を一部変更します
(平成3年4月1日から)

朝の撤去作業直後

時間がたつと、 また放置 自転車だらけに

区
民
葬
儀

利
用
券

区
で
は
、
比
較
的
軽
い
負
担

で
簡
素
な
葬
儀
を
望
む
方
の
た

め
に
、
区
内
葬
祭
業
者
の
協
力

を
得
て
、
区
民
葬
儀
券
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

葬
儀
券
の
発
行
場
所

中
央
本

町
庁
舎
・
戸
籍
課
、
千
住
区

民
事
務
所

利
用
方
法

死
亡
診
断
書
(
死

亡
届
)
ま
た
は
埋
(
火
)
葬

許
可
書
を
提
示
し
て
葬
儀
券

を
受
け
、
区
民
葬
儀
取
扱
業

者
へ
申
し
込
み

料
金

葬
祭
具
、霊
き
ゅ
う
車
。

火
葬
、
収
骨
容
器
料
の
ラ
ン

ク
に
よ
り
約
H
万
円
か
ら
2
7
　

万
円
の
範
囲
で
選
べ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
諸
経
費
、
消
費
税

が
必
要
に
な
り
ま
す

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課

四
(
3
8
8
0
)
5
0
5
-

縦
覧
し
て
い
ま
す

都
市
計
画

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計

画
の
変
更
を
し
ま
し
た
。

□
東
京
都
市
計
画
市
場
(
足
立

市
場
)
の
変
更

位
置

千
住
橋
戸
町
地
内

告
示
日

2
月
2
8日

縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

都
・

都
市
計
画
局
相
談
情
報
課

四
{
3
2
1
2

う
J
1
1
1

㈹
、

ま
た
は
区
・
本
庁

舎
(
千
住
)
・

都
市
計
画
係

保

険

新
し
く
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
・

特
定
疾
病
療
養受
療
証

□
国
民
健
康
保
険
証

現
在
、
お
持
ち
に
な
っ
て
い

る

「
国
民
健
康
保
険
証

」
は
、3

月
丿
日
で
有
効
期
限
切
れ
と

な
り
、
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

4
月
-
日
か
ら
は
新
し
い
国

民
健
康
保
険
証
に
変
わ
り
ま

す

。
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
診

療
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
新

し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

◎
新
し
い
保
険
証

▽
一
般
被
保
険
者
証
…
…
水
色

マ
退
職
被
保
険
者
証
・
:
若
草
色

◎
保
険
証
の
交
付
方
法

新
し

い
国
民
健
康
保
険
証

は
、3
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
長
い
間
、
何
の
ご
連

絡
も
な
く
保
険
料
の
納
付
が
な

い
な
ど
、
資
格
の
確
認
が
必
要

な
世
帯
に
は
、
国
民
健
康
保
険

課
の
窓
口
で
確
認
後

、
直
接
お

渡
し
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
保
険
証
が
届
い
た
ら

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を

お
受
け
取
り
に
な
っ
た
ら
、
記

載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、
生
年
月

日
な
ど
に
誤
り
が
な
い
か
、
確

め
て
く
だ
さ
い
。

も
し

、
記
載
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
ら
、国
民
健
康
保
険
課
、

ま
た
は
区
民
事
務
所
で
訂
正
を

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
で
訂
正
し
た
り
、
書

き
込
ん
だ
り
す
る
と
、
国
民
健

康
保
険
証
は
無
効
と
な
り
、
医

療
機
関
で
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す

。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
古
い
保
険
証
は
お
返
し
を

有
効
期
限
の
切
れ
た
古
い
国

民
健
康
保
険
証
は
、
国
民
健
康

保
険
課
、
ま
た
は
区
民
事
務
所

に
お
返
し
く
だ
さ
い
(
郵
送
も

可
)
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課

係四
(
3
8
8
0
)
5
1
3
-

□
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療

養
受
療
証

人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い

る
方
が
お
持
ち
の
「
国
民
健
康

保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」

も
、4
月
一
日
か
ら
新
し
く
な

り
ま
す

。

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
と

は
別
に
郵
送
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
古
い
受
療
証

は
、
国
民
健
康
保
険
課
、
ま
た

は
区
民
事
務
所
に
お
返
し
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付

係一
‘
(
3
8
8
0
)
5
-
2
-

教

育

教
育
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校

に
行
く
の
を
い
や
が
る
、
言
葉

を
覚
え
る
の
が
遅
い
、
落
ち
着

き
が
な
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の

教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
専
門

員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時

第
2
・
4
土
曜
日
、日
　

曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
、午
　

前
9
時
～
午
後
5
時
(
土
曜
　

日
は
正
午
ま
で
)

場
所

▽
教
育
セ
ン
タ
ー

四

(
3
8
5
9
)
9
5
3
-
　

▽
綾
瀬
分
室

萱
(
3
8
3
　
8
)
3
5
8
8

▽
鹿
浜
分
　

室
?
3
8
5
6
丁
7
　

3
5

申
込
方
法

電
話
予
約

□
電
話
相
談

日
時

毎
週
月
り
金
曜
日
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時
(
受
付

は
午
後
4
時
3
0分
ま
で
)

電
話
番
号

{
i
(
3
8
8
4
)
　

7
8
6
7

選

挙

統
一
地
方
選
挙

の
日
程

□
東
京
都
知
事
選
挙

告
示
日

3
月
1
8囗
(
月
)

投
票
日
時

4
月
7
日
百
)
、

午
前
7
時
～
午
後
6

時

開
票
日

4
月
8
日
(

月
)

投
票
所
入
鳩
整
理
券
の
発
送

3
月
2
0日
ご
ろ

投
票
で
き
る
方

▽
足
立
区
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
　

▽
平
成
2

年
1
2
月

1
7日
ま
で
に
転
入
届
を
済
ま

せ
、
引
き
続
き
住
ん
で
い
る

方
　

▽
昭
和
4
6年
4

月
8

日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

□
足
立
区
議
会
議
員
選
挙

告
示
日

4
月
1
4日
(

日
)

投
票
日
時

4
月
2
1
日
(
日
)
、

午
前
7

時
～
午
後
6
時

開
票
日

4
月
2
2日
(

月
)

投
票
所
入
場
整
理
券
の
発
送

4
月
1
7
日
ご
ろ

投
票
で
き
る
方

▽
足
立
区
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
　

▽
平
成
3
年
1

月

1
3日
ま
で
に
転
入
届
を
済
ま

せ
、
引
き
続
き
住
ん
で
い
る

方
　

▽
昭
和
4
6
年
4
月
2
2
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

く
わ
し
く
は
、3
月
3
0
日
発

行
の

「
選
挙
特
集
号
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

≪
選
挙
管
理
委
員
会
≫

募

集

技
能
講
習

会
の
講
師

3
年
6
月
以
降
で
、
障
害
者

の
方
と
共
に
楽
し
み
な
が
ら
、

ワ
ー
プ
ロ
や
木
工
の
基
礎
的
な

指
導
を
し
て
く
だ
さ
る
講
師
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

時
間

▽
ワ
ー
プ
ロ
講
習
会
…

毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
前
　

▽
木
工
講
習
会
・
:毎
週
木
曜

日
の
午
後

場
所

固
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
(
谷
在
家
三
丁
目

1
3番
1
号
)

募
集
人
数

各
I
人

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

四
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

看
護
婦

申
込
資
格

看
護
婦
免
許

勤
務
日
時

I
週
間
に
1
～
2
　

回
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

勤
務
内
容

訪
問
看
護
指
導

賃
金

1
日
9
千
3
7
0円

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保
健

相
談
所

四
(
3
6
0
6
)
4
-
7
1

障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

専
門
職
員
(
非
常
勤
)

リ
(
ビ
リ
通
所
訓
練
な
ど
。

障
害
者
の
訓
練
に
従
事
す
る
専

門
職
員
(
非
常
勤
)
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

▽
看
護
婦

3
人
　
▽
理
学
療
法
±
2
人

▽
作
業
療
法
±
1
人
　
▽
言

E諞
法
±
1
人

勤
務
先

東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
(
神
明
南
二
丁
目

6
番
1
8
号
)
、廊
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
(
谷
在
家

三
丁
目
1
3番
1

号
)

な
ど

申
込
方
法

電
話

採
用
時
間
な
ど
く
わ
し
く

は
、
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
へ
。

-一
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

栗
六
公
園
の
桜

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

原
付
自
転
車
の
廃
車
・
名
義
変
更
届

・
次
の
よ
う
な
原
動
機
付
自

転
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
廃

車
ま
た
は
名
義
変
更
の
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
壊
れ
て
乗
れ

な
い
も
の

▽
盗
難
に
あ

い
、
現
在
ま
で
発
見
さ
れ

て
い
な
い
も
の

▽
届
け
出
を
し
な
い
で
、
売

っ
た
り
、
譲
っ
た
り
し
た

も
の

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

▽
標
識
交
付
証
明
書
(
盗

難
・
紛
失
の
場
合
は
、
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
)

▽
印
か
ん

※
3
月
3
0口
ま
で
に
廃
車
・

名
義
変
更
届
を
し
ま
せ
ん

と
、
平
成
3
年
度
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
他
人

に
譲
っ
た
方
、
廃
車
届
を
代

理
人
に
依
頼
し
た
方
は
、
必

ず
廃
車
届
出
済

書
の
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
軽
自
動
車
税
係

6
(≪
8
8
0
)
5
0
8
8

ま
ち
か
ど
通
信
ミ
ニ

卒
業
す
る
3
年
生
へ

オ
ペ
ラ
公
演

区
立
第
九
中
学
校
体
育
館

で
2

月
2
8日
オ
ペ
ラ
「
セ
ロ

弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ

」
が
上
演

さ
れ
ま
し
た
。2

・
3
年
生

と
地
元
の
方
々
沺
人
が
集
ま

っ
て
の
「3
年
生
を
送
る
会
」

で
の
催
し
。

こ
の
「3
年
生
を
送
る
会
」

は
、
地
元
の
第
十
地
区
の
青

少
年
対
策
委
員
会
が
、
義
務

教
育
を
終
わ
る
生
徒
た
ち
を

励
ま
そ
う
と
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

オ
ペ
ラ
を
み
る
の
は
こ
の

日
が
初
め
て
と
い
う
生
徒
が

大
部
分
。

「
舞
台
の

背
景
や
道
具

が
と
て
も
シ

ン
プ
ル
で
し

た
が
、
い
ろ

い
ろ
な
風
景

を
み
ご
と
に

表
現
し
て
い

た

」(山
崎
基

弘
君
)「

自
分
の

オ
ペ
ラ
に
対

す
る
考
え
方

が
変
わ
り
、

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
機
会

が
あ
れ
ば

、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
見
て
み
た
い
」(岩
田
吉

克
君
)

プ
ロ
の
舞
台
に
、
大
い
に

刺
激
を
受
け
、
思
い
出
深
い

一
時
と
な
り
ま
し
た

。

「こんに ゃく座」の熱演で宮澤賢治の世界
が広がります

「緑の羽根」
募 金 に
ご協力を

今
年
も
3
月
1
日
か
ら
平

成
3
年
度
「
緑
の
羽
根
」
募

金
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

街
頭
で
行
わ
れ
る
募
金
活

動
の
ほ
か
、
区
役
所
本
庁
舎
3

階
の
緑
化
係
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。5
月
3
1日
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

≪
ま
ち
づ
く
り
課
緑
化
係
≫
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福

祉

手
話
講
習
会

義
務
教
育
を
終
了
し
た
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
を
対

象
に
、
初
・
中
・
上
級
の
手
話

講
習
会
を
開
き
ま
す
。
な
お
、

一
度
終
了
し
た
コ
ー
ス
の
再
受

講
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
程

各
コ
ー
ス
4
0
回
(
開
講

式
・・・
5
月
1
2日
、
閉
講
式
…

3
月
8
旦

□
初
級
コ
ー
ス

日
時

▽
A
ク
ラ
ス
ー
:毎
週
木

曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
　

▽
B

ク
ラ
ス
…
毎
週
水
曜

日
、
午
後
7
時
～
9

時

会
場

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

対
象

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

定
員

各
5
0人
(
先
着
順
)

□
中
級
コ
ー
ス

日
時

▽
A
ク
ラ
ス
…
毎
週
土

曜
日
、
午
後
2
時
～
4
時
　

▽
B
ク
ラ
ス
・
:毎
週
水
曜

日
、
午
後
7
時
～
9
時

会
場

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象

初
級
終
了
程
度
、
ま
た

は
簡
単
な
日
寃
E
話
程
度
の

技
術
を
習
得
し
て
い
る
方

定
員

各
4
0人
(
先
着
順
)

□
上
級
コ
ー
ス

日
時

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7
　

時
～
9
時

会
場

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

対
象

3
年
4
月
1
日
現
在
、

1
8歳
以
上
。
将
来
、
手
話
通

訳
活
動
を
行
う
意
志
の
あ
る

中
級
終
了
程
度
ま
た
は
手
話

奉
仕
員
に
登
録
し
て
い
る
方

※
座
示
都
の
通
訳
者
コ
ー
ス
・

指
導
者
コ
ー
ス
を
終
了
し
て
い

る
方
を
除
く

。

定
員

3
0人
(

入
門
試
験
に
合

格
し
た
方
)

入
門
試
験

4
月
2
8
日
百
)

、

竹
の
塚
障
害
福
祉
館

-

い
ず
れ
も
-

参
加
費

テ
キ
ス
ト
代
千
2
0
0円

程
度

申
込
方
法

返
信
用
封
筒
(
6
2
　

円
切
手
貼
付
)

を
同
封
し
、

希
望
ク
ラ
ス
(

初
・
中
級
の

場
合
は
A

、B
の
別
)
、住
所

、

氏
名

、
電
話
番
号
、
職
業
を

明
記

申
込
期
限

3
月
3
0日

※
各
コ
ー
ス
と
も
期
間
中

、
日

曜
日
を
利
用
し
て
学
習
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉

協
議
会

〒
1
2
0千
住
I
-
4
　
1
1
8

公
(
3
8
8
8
)
-
5
5
0

朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
中
級

養
成
講
座

日
程

4
月
1
2日
～
7

月
2
6
日

(週
I

回
、
全
1
5
回
)
、午
前

1
0時
～
正
午

場
所

西
綾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
で
、

面

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
習
会
初
級
」
終
了
者
ま
た

は
同
等
の
実
力
の
あ
る
方
。

講
習
会
終
了
後
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
き
る
方

内
容

法
字
書
、
医
学
書
、
理

工
学
書
等
の
朗
読
技
術
、
録

之
長

術
、
テ
ー
プ
の
校
正
・

編
集

定
員

2
0人
(

先
着
順
)

費
用

無
料
(

教
材
費
等
は
自

己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職

業
を
明
記

申
込
期
限

3
月
3
0日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉

協
奬
匹
〒
1
2
0
千
住
1
-
4
　

ふ
I

{一
(
3
8
8
8
)
-
5
5
0

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
習
会

日
程

4
月
3
0
日
～
7

月
1
6
日

の
毎
週
火
曜
日
(
全
1
2
回
)
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
で

、

講
習
会
終
了
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
希
望
す
る
方

内
容

点
字
初
級

定
員

3
0人
(
先
着
順
)

費
用

無
料
(
教
材
費
等
は
自

己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職

業
を
明
記

申
込
期
限

3
月
3
0日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉

協
議
会

〒
1
2
0
千
住
1
1
4
　
-
1
8

四
(
3
8
8
8
)
-
5
5
0

身
体
障
害
者
の
方
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
券

交
付
日
時

3
月
1
8・
1
9・
2
0
　

日
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

3
0分
(
正
午
～
午
後
1
時
を

除
く
)

対
象

区
内
に
住
所
の
あ
る
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
さ
れ
る
方

▽
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障

害
の
I
～
3
級
の
方

▽
視
覚
障
害
1
級
の
方

▽
内
部
機
能
障
害
I
級
の
方

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を
受

け
て
い
る
方
は
、
タ
ク
シ
ー
券

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
燃
料
費
助
成
は
本
年
4

月
か
ら
障
害
者
の
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
、
家
族
【同

】生
計

の
方
)
が
運
転
す
る
場
合
も
対

象
と
な
る
予
定
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

身
体

障
害
者
手
帳
、
印
か
ん

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
方

は
、3
月
2
5日
か
ら
随
時
、
お

渡
し
し
ま
す
。

交
付
場
所
・
間
合
せ
先

各
福

祉
事
務
所
(
表
1
)
ま
た
は

本
庁
舎
宇
住
)
・
障
害
福
祉

係 表1　 福祉タクシー券交付の問合せ先
乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

富
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が
育
成
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興

野
保
育
園

西
新
井
本
町
4
　
-
1
9
-
2
3

四
(
3
8
9
　
0
)
3
2
0
?

毎
週
月
・
土

曜
日
　
▽
親
隣
館
保
育
園

梅
田
4
1
2
9
-
6

四
(
3
　
8
8
9
)
3
8
6
0

…
毎
週

水
・
金
曜
日
　
▽
新
田
保
育

園

新
田
2
-
1
1
1
0
　
公

(
3
9
-
4
言
4
6
6
:

毎

週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

間
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係仕

事

求
人
・
求
職
は

勤
労
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ヘ

動
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
は
、
内
職
者
を
求
め
て
い

る
婁
秦
所
か
ら
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
、
希
望
条
件
に
合
っ

た
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

□
事
業
主
の
方
へ

最
近
は
、
内
職
の
仕
事
(

特

に
簡
単
な
手
仕
事
)
が
少
な
く

、

内
職
を
希
望
す
る
人
に
十
分
応

じ
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
家
庭

で
で
き
る
簡
単
な
手
仕
事
な

ど
、
内
職
に
適
し
た
仕
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

□
内
職
を
し
た
い
方

求
人
票
が
自
由
に
見
ら
れ
ま

す
。
条
件
に
合
っ
た
仕
事
が
あ

れ
ば
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
い
で

く
だ
さ
い
。

□
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き
た
い

方
求
人
公
開
カ
ー
ド
が
自
由
に

見
ら
れ
ま
す
。
希
望
す
る
条
件

に
合
っ
た
会
社
、
職
種
等
の
相

談
、
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
・
間
合
せ
先

勤
労
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
)

公
(
3
8
3
8
)
3
5
8
4

健

康

一
般
健
康
相
談
の

実
施
日
変
更

保
健
所
、
保
健
相
談
所
で

行
っ
て
い
る
一
般
健
康
相
談

の
実
施
日
が
、4
月
1
日
か

ら
表
2
の
と
ぢ

変
わ
り
ま

す
。

表2　 一般健康相談実施日

第
1
5地
区
ま
ち
づ
く
り
現
地
事
務
所
・

興
本
セ
ン
タ
ー
プ
チ
テ
ラ
ス
完
成
式
典

区
で
は
、
区
全
体
を
1
3ブ

ロ
ッ
ク
7
0地
区
に
分
け
、
各

地
区
に
根
づ
い
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
、
第
1
5地
区
で

は
、
こ
の
ほ
ど

ま
ち
づ
く
り
を

積
極
的
に
推
進

す
る
拠
占一
「
ま
ち
づ
く
り
現

地
事
務
所
」
を
設
置
し
ま
し

た
。ま

た
、
興
本
セ
ン
タ
ー
隣

接
地
に
は
、
プ
チ
テ
ラ
ス
も

完
成
し
、
彫
刻
も
設
置
し
ま

し
た
。

こ
の
2
つ
の
完
成
を
記
念

し
、
第
1
5地
区
ま
ち
づ
く
り

連
絡
会
の
主
催
で
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ィ
ペ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

日
時

3
月
1
7日
百
)
、
午

後
1
時
～
3
時
3
0分

場
所

第
1
5地
区
ま
ち
づ
く

り
現
地
事
務
所
(
本
木
東

町
1
9
番
地
)
、興
本
セ
ン
タ

ー
隣
プ
チ
テ
ラ
ス
(
興
野

―
-
1
8
-
3
8
)

内
容

完
成
式
典

、
彫
刻
除

幕
式
、
模

擬
店
、
緑

化
相
談
、

太
鼓
な
ど

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
ま
ち
づ
く
り
課
事

業
第
二
係

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業

、3
ヵ
月

間
再
掲
敬
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆一一
都
立
足
立
東
高
校
吹
奏
楽

部
フ
ァ
ー
ス
ト
ー
コ
ン
サ
ー

ト
　
3

月
3
1日
(
日
)
、
午
後
6

時
3
0
分
開
演
/

サ
ン
バ
ー

ル
荒
川
/
3
0
0円
/

惑
星

「
木

星
」
、「
「
ム
レ
ッ
ト
」へ
の
音

楽
第
1

楽
章
/
松

見

酋

(
3
8
0
1
)
8
0
2
0

☆
足
立
ア
マ
美
展
　
(
4
月
2
7

日
～
5
月
-
日
)
作
品
募
集
　

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
/
搬
入
・
:
4
月
2
6
日

(
金
)
・
午
前
1
1
時
～
午
後
2

時
、搬
出
=
・
5
月
1
日
(
水
)
、

午
後
3
時
～
5
時
/
絵
画
、

5
0
号
以
下
、―
人
2
点
ま

で
/
I
点
に
つ
き
千
円
/
杉

本
?
3
8
8
5
)
1
1

7
0

掲
示
板

□
交
通
遺
児
等
の
授
業
料
免

除対
象

m
私
立
高
校
・
高
専

に
在
宇
甲
で
、
②
保
護
者

が
自
動
車
事
故
に
よ
り
死

亡
、
重
度
後
遺
障
害
を
負

い
、
③
経
済
的
に
困
っ
て

い
る
生
徒

減
免
額

在
学
校
で
定
め
る

額
申
込
先

在
学
校
へ

く
わ
し
く
は
、
在
学
校
ま

た
は
都
・
総
務
局
学
事
第
一

課

一
(
5
3
8
8
)
2
5
6
4

へ
。

□
都
庁
新
宿
移
転
(
4
月
1

日
)
に
よ
る
電
話
問
合
せ
先

現
在
、
週
末
を
利
用
し
て

移
転
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
な

い
よ
う
、
各
部
局
ご
と
に
ス

ム
ー
ズ
に
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

。

3
月
中
の
都
庁
へ
の
電
話

は
、
移
転
し
た
部
局
は
新
宿
7
5
3
2
1
)
1
1
1
1

へ
。
ま
だ
移
転
し
て
い
な
い

部
局
は
丸
の
内
四
(
3
2
1
2
)
5
1
1
1

へ
。

□
地
域
特
別
賃
貸
住
宅
(

新

規
)

の
入
居
者
募
集

民
間
の
土
地
所
有
者
が
住

宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
受
け

て
建
設
し
た
賃
貸
住
宅
で

す
。
一
定
期
間
(
2
0
年
間
)

公
共
の
賃
貸
住
宅
と
し
て
活

用
し
、
入
居
者
に
東
京
都
と

国
が
家
賃
の
助
成
を
行
い
、

墓

示
都
住
宅
供
給
公
社
が
募

集
お
よ
び
管
理
し
ま
す
。

場
所

東
和
4
1
2
4
-
1
0
、

(仮
称
)
金
子
隆
治
ビ
ル

交
通
機
関

千
代
田
線
北
綾

瀬
駅
下
車
徒
歩
1
0
分

間
取
り
・
募
集
戸
数

2
L
　

D
K

～
3
D
K

の
U

尸
、

8
階
建

当
初
自
己
負
担
額

(
家
賃
か
　

ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た
　

額
。
毎
年
5
%
上
昇
)
　

5
万
9
千
崩
円
～
6
万
9
　

千
1
0
0円

。
敷
金
3
ヵ
月
分

申
込
み
方
法
等
く
わ
し
く

は
、
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
a
(
3
4
0
9
)
4
5
2
2

へ
。
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あ

だ

ち

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

会
場
に
分
別
品

舌
新
聞
、

雑
誌
、
空
カ
ン
、
空
ピ
ン
、
ぼ

ろ
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
傘
な
ど
)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
記
念
品

や
ゲ
ー
ム
が
楽
し
め
ま
す
。

日
時

3
月
1
6日
(
土
)
、
午
前

1
0時
～
午
後
4
時

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
、
教

育
セ
ン
タ
ー
、
竹
の
塚
6
号

公
園

内
容

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
・
実

演
、
映
画
、
人
形
劇
、
リ
サ

イ
ク
ル
体
操
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
ほ
か

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
-
9
9

足
立
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
考
え
る

日
時

3
月
1
6日
(
土
)
、
午
後

1
時
～
3

時

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
4
階

大
ホ
ー
ル

内
容

区
と
し
て
の
ご
み
問
題

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
を
ど
う
確
立
し
て
い
く
べ

き
か
を
討
議
し
ま
す

パ
ネ
ラ
ー

有
馬
雄
輔
氏
(
足

立
区
ゴ
ミ
問
題
対
策
委
員
会

会
長
)
、
飯
沼
文
子
氏
(
消
費

者
代
表
)
、
小
山
園
子
氏
(
清

掃
局
ご
み
問
題
緊
急
対
策

室
)
、
戸
部
昇
氏
(
資
源
回
収

業
者
)
、
林
美
智
世
氏
(
身
近

な
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

山
本
耕

平
氏
(

ダ
イ
ナ
ッ
ク
ス
都
市

環
境
研
究
所
)

定
員

刈
人

申
込
方
法

直
接
会
場
へ

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課四
(
3
8
8
0
)
5
1
9
9

〝見て、参加し てもらうために〟

「ルックi nあだち」
ビデオモニター募集

区
で
は
、
区
政
の
動
き
や
区

民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
ま
ち
の

話
題
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
す
る

「
ル
ッ
ク
い
あ
だ
ち
」
を
制
作

し
、
区
施
設

、
金
融
機
関
な
ど
1
9
3

力
所
で
放
映
し
て
い
ま
す

。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
で
、
よ
り

魅
力
あ
る
広
報
ビ
デ
オ
に
す
る

た
め
、
次
の
要
領
で
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

任
期

4
月
～
4
年
3
月

内
容

年
7

本
の
ビ
デ
オ
広
報

を
見
て

、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
(
ビ
デ
オ
は
郵
送
し
ま
す
)

応
募
資
格

2
0歳
以
圉
で
、
区

内
に
引
き
続
き
6
ヵ
月
以
上

居
住
し
、
広
報
課
の
ほ
か
の

モ
ニ
タ
ー
で
な
い
方

募
集
人
数

2
0人
(
抽
選
)

謝
礼

広
報
ビ
デ
オ
(年
7
　

本
)
お
よ
び
年
度
末
に
記
念

品
応
募
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
(
昼
間
連
絡
の
と

れ
る
番
号
)
、お
持
ち
の
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
の
種
類
(
V
H
S
　

か
ベ
ー
ダ
)
を
明
記

応
募
期
限

4
月
1
5
日
必
着

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
・
広
報
課
ビ
デ
オ
担
当

〒
1
2
0千
住
I
-
4
-
1
8

四
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

平成2 年度 「ルックi n あだち」番組内容一覧

情
報 コ ー ナ ー 毎 月5 の 日 、 月3 回発 行

ますます充実　あ だち 広報

子育てセミナー
〝おとうさんと遊ぶの大好き〟
ふだん忙しいお父さん、春の日差しを浴びてお子さんと土
手遊びをしませんか。

日 時 3月24日( 日) 、午前10時　～
午後4 時

集合場所 青年センター
対象 3歳～10歳のお子さんとお　
父さん( お子さんが2 人の場合
はおf琺さんも可)

内容 土手遊びいろいろ( 雨天の
場合は、青年センターで手作り
おもちゃを作ります)

定員 親子20組
費用 I 組800円( 保険 料と材 料
費)

持ちもの 弁当、工 作用ナイフ、
汚れてもよい月艮ミ咬

申込方法 電話( 先着順)
申込・間合せ先 青年 センター

03890 ―0061

北千住シンポジウム
〝モダンとなつかしさの共生〟を探る

日 時 3月16日( 土) 、午後2時　～
5時( パネル展示は、午後1　

時～5時)
場所 産業振興館( 無料)
内 容 D 基 調講演 … 枝 川 公一氏
( T ツセイスト) C> パネルディ
スカッション…古田隆彦氏( 青

森大学教授) 、大野順子氏( デザ
イナー) 、稲次敏郎氏( 東京芸術
大学教授) 、笹囗幸男氏( 出版プ
ロデューサー)

問合せ先 本庁舎( 千住) ・都市計
画課計画調整第二係

3882―1111( f 弋)

第2 回わくわく
スーパー・ウォーキング

日時 4 月7 日( 日) 、午前8 時30　
分

集合場所 元渕江公園キャンプ場
( 参加費無料)

コース 元渕江公園～神明六木遊　
歩道～佐野いこいの森～中川公　
園( 昼食) ～元渕江公園( 約14　
km、4 時間)

申込方法 当日、直接集合場所へ
問 合 せ先 区体 育 協 会S3382 ―
6436 、または足立山岳連盟・荒
川f 13889- 8000

春休みおはなし会
〝はなしのゆりかご〟

春休 みのひとときをすてきなお
言舌を聞 きながら過ごし ましょう。
日時 3月27日( 水) 、午後2時　～

2 時50分
語り手 斉藤冫 喜子氏( 劇団風 の
子)

定員 80人
申込 方法 会場 へ直接( 先着順、当
日午後1 時から整理券を配布)
費用 無料
場所・申込・問合せ先 中央図書
館3840 ―4646

区内施設めぐり
観光協会主催

春の一日、区内をバスで巡 って
みませんか。
日時 4 月24日〔水〕、午前8 時40　
分

集合場所 本庁舎( 千住) 前
見学先 柳原千草園、郷土博物館、
足立清掃工場、元渕江公園など
( 予定)

定員 40人( 抽選)
参加 費 レ観 光協会会 員… 1500　
円D 会員以外・・・2000 円
※ 当日現地支払い( いずれも昼食

イ寸)
申込方法 往復ハガキに申込者4　
人 まで、住所、氏 名、年齢、電
話 番号、会員・会員外の別、「4　
月施設めぐり希 望」と明記( 重
複ハガ キは無効)

申込期限 3 月23日消印有効
申込・問合せ先 観光協会事務局
〒120中央 本町1 ―17―1 中央
本町庁舎・商工振興課内

TT3880一一5191

郷土博物館セミナー
能楽のみかた楽しみかた

能や狂言を見たいが、 よく
わからないと敬遠 されている
方、 歩゙行の芸術、、といわれて
い る能 の鑑賞 ポ イン ト を学
び、古典の深味 を味わってみ
ませんか。
日時 3月23日( 土) 、午後2　
時～4時

対象 区内在住、在勤の 方( 小
学校高学年以上)

内容 いくつかの演目を部分
的に上演し、所作やいろい
ろな約束ご とについて学び
ます。 出演は足立謡曲連盟
の皆さんです。

定員 120人( 先着順)
費用 無料
申込方法 直接窓口、または

電 話
申 込・間合せ先 郷土博物館

03620 ―9393

地域指導者養成講座「はじめはド・レ・ミ」
自分で歌を作ってみませんか。
日時 別表のとおり

場所 青年センター
対象 高校生以上の方
定員 20人
講師 関根照子氏( 作詩家・日本作
詩家協会会員)

申 込方 法 電 話 また はハ ガキに 住
所、氏名、年齢、電 話番号( 所属
団体があれば団体 名) を明記

申込期限 3 月20日( 水)
申込・間合せ先 本庁舎( 千住) ・少
年育成係 〒1加千住1 ―4 ―18　　

03882 一1111<)

T. 　240, 000


